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Evangelization by means of Internet
Itaru TSUCHIYA
　　I…have…been…a…teacher… in…Catholic…highschool… teaching…religion…and…



































































































































































































ML など「情報教育」の分野だけでなく，各教科の教員たちの ML も構築
された．わたしもそれに触発されて，「宗教」の教員たちの ML を 1998
年暮れに立ち上げた．わたしは 1989 年以来全国の『宗教』の教員に呼び
かけて「宗教倫理教育担当者ワークショップ」という教員研修の場を 8 月
に 3 泊 4 日で行っていた．教員の研修としてはもっともパワフルな研修で
あると自負しているが，今年 2014 年の夏は第 25 回目を迎える．































































































































































の 1 回を当てることにした．4 年に 1 回くらい全国の教会のホームページ
を検索して調べ，どのくらいの教会がどのようなホームページをもってい
るかを調査し，その報告を交流会で行った．













































































　その準備として，わたしは 2006 年 6 月より「Good…News…Collection」
というブログサイトを開設した．自分が学んだ福音（Good…News）をイ
ンターネット上でシェアする（わかちあう）ことをめざし，最初の 2 ～ 3
年はほとんど毎日のように更新した．さすがに今はその更新の頻度は月に

























































































































に可能なのかを探ってみたい．ちょうど SIGNIS…Japan は昨年（2013 年）
6 月東京カテドラルで行われた第 17 回の「教会とインターネット」セミ














　彼にはなんと 3725 人（2014 年 3 月）の友だちがいて，何かメッセージ



































































































4．最初に無料で体験できるおためし期間を 3 か月くらいつくり，4 か月
から課金が始まると言うようにする．



















りの時間をへて，6 ～ 7 人のグループで 1 時間分かち合うという作業をテー
マごとに 5 セッション行うというものであった．これがとてもいい作業で
あったのである．
　さらにもう一つのきっかけは，鎌倉の十二所にあるイエズス会黙想の家
が去年大幅に利用者を減らしたことにあった．実は東京の上石神井にあっ
た黙想の家が新築オープンされたからそちらのほうにお客さんをとられた
ために，新規の利用者を掘り起こす必要性に迫られることとなった．存続
の危機に立ったのである．黙想の家の最大の利用者は修道女であったのだ
が，高齢化と召命の現象によってシスターの数も減少しているので，早晩
何とか手を打たなければならないことは目に見えていた．そこで，クリス
チャンでない一般の方々にこの黙想と分かち合いを体験する場として利用
してもらうという方針が浮上してきたのである．
　さらに十二所の黙想の家で黙想指導を専門にしていた英隆一朗神父が東
京のイグナチオ教会に転出するということになった．私は英神父に，イグ
ナチオ教会の立地を活かしてサラリーマン向けの朝の「瞑想と分かち合
い」のコースを開設するのはどうかと提案した．おいしいパンとコーヒー
の朝食サービスもつけてできれば申し分ない．たとえば丸の内では朝大学
が開かれていて，サラリーマンが多く参加していてちょっとしたブームだ
という．
　この「朝の黙想と分かちあいのコース」「週末の泊まり込みでするコー
ス」そして「ネット上で展開するコース」が有機的に結びついたならば，
相乗効果をもたらすに違いないと思う．
　これも宗教色が問題となるであろう．聖書の黙想のようなキリスト教色
44 土　屋　　　至
の濃いコースもあれば，宗教色のない黙想のテーマも多数用意して，これ
も参加者が自由に選べるようにしたらいい．キリスト教色を押しつけるこ
とは逆効果であるだろう．
書き終えて思うこと　
　前半は，個人的な体験の披瀝，後半は夢みたいな話を展開し「学術論文」
とはほど遠いものとなってしまったことをお詫びしなければなるまい．何
年後かにこの構想がどうなったかを報告する説明責任があると思ってい
る．
　あらためて書き連ねてきたことを読み直してみると，私はこれがどうし
ても自分の能力と努力でできたものとは思えないのである．幸運に恵まれ
ていたというよりも，何か大きな力に引き寄せられてここまで来た，そし
てこれからもそうだろうと思っている．
　そしてもう一つ感慨深いのは何というおもしろい時代を生きてきたこと
かということである．時代の波に翻弄されながらも，ほんのちょっぴりで
はあるけれど，どこか未来を予感する力が私の中にあったという自負もあ
る．
　「学術論文」とはほど遠いものとなってしまったけれど，私は書き終え
てとても満足している．
